
2019 年度 ピアサポート活動報告 

 

Ⅰ ピアサポート制度 

 

ピアサポート制度は、2014年度より本学初めての試みとして開始された。本制度は、学生による学生のための

支援であり、学生同士で勉強や進路などの学生生活のことについて尋ねたり相談したり出来るものである。本制

度の趣旨は、学生が、学内の業務に従事し報酬を得ることで、職業意識・職業観を育むと共に、学生に対する経

済的な支援を行うこともあるが、更には、将来医療人を目指す学生が、患者との信頼関係を築く上で不可欠なコ

ミュニケーション能力やホスピタリティを養うことが期待出来、その上で、公共的精神、積極性、広い視野や世

界観の涵養など人間的成長を促すことを目的とする。6年目である本年度は、2019年 4月より活動を開始した。 

 

Ⅱ 2019 年度活動内容 

 

2019年度のピアサポーターは医学科 5年（男性）、医学科 3年（女性）の学生が 2018年度から引き続き担当し

た他、歯学科 3年（女性）の学生が 2019年度から新たに担当となった。 

 

Ⅱ-1 今年度の活動方針について 

 

2018年度までの活動では、学生からの直接の相談や投書箱による相談を主な活動としてきたものの、相談件数

はあまり多くなく学生のニーズをあまり汲み取れていない可能性が示唆されていた。そこで、今年度では他大学

の活動の情報収集を行いつつ、学生のニーズを汲み取れるような新しい活動の模索をテーマとして活動した。 

 

Ⅱ-2 相談業務 

 

去年度までは 3号館 2階自販機前、7号館 1階ラウンジ前、5号館地下 1階売店前の 3箇所に投書箱を設置して

いたが、相談件数や人員リソースの都合から今年度から 5 号館地下 1 階のものを残してその他は撤去することと

なった。メールでの相談受付や対面での相談受付についてはこれまで通り行う方針とした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅱ-3 ホームページの作成 

 

ピアサポーターらの学生に対する聞き取りの結果から、これまでのピアサポーター活動については学生からの

認知が十分でなかったという結論になった。そこで、東京大学ピアサポートルームの活動を参考にし、ホームペ

ージ作成を開始した。 

 

 

※作成中の画面 

 

Ⅱ-4 東大ピアサポーター訪問 

 

本学に過去送付された 2017年度東京大学ピアサポートルーム年間活動報告書を拝読し、本学ピアサポーター活

動の参考にしたいと考え、更に詳細な活動内容について伺うために 8 月 6 日に東京大学ピアサポート室にお伺い

した。そこで聴取した内容を踏まえ、活動内容について今後次のようなものを想定しながら準備を進めていく方

針とした。 

 

 ランチ会 

 ワークショップ 

 ストレスチェックなどのイベント 

 古本交換事業 

 「ぴあのわ（全国大学ピアサポーター合同研修会）」参加 

 相談事業の縮小 

 他大学交流 

 ゼミの開催 

 ホームページの作成 

 SNS での広報 

 組織マネジメントと BPR 



Ⅱ-5 ランチ会 

 

11月 26日、1年生学生に対し各学部学科の上級学生が学習や進路の相談を受けるセッションを設けた。上級学

生としてはピアサポーター3人（医学科 2名、歯学科 1名）、ピアサポーターOB（保健衛生学科 1名、口腔保健学

科 1名）が参加した。その他の上級学年の参加者（医学科）が１名、1年生学生が２名参加し、和気藹々と情報交

換がなされた。事前に準備してきた質問シートによって色々な情報を交換できた。 

本会についてのピアサポーターの振り返りでは、ピアサポーター制度の周知が不十分であることから HPやポス

ターの作成を急ぐ必要があること、並びに反復して小イベントを繰り返す必要があることが挙げられた。 

 

 

 

※イベント周知のポスター 

 

Ⅱ-6 「ぴあのわ（全国大学ピアサポーター合同研修会）」訪問 

 

愛媛大学・松山大学が幹事校として企画・運営を行った 2019年度「ぴあのわ」に、ピアサポーター2人が参加

した。全国総勢 26の大学から 176名が参加した大規模研修であり、講義や交流など様々なプログラムが 2日間の

間に詰め込まれていた。 

大学毎に参加していた学生・教員の人数にはばらつきがあり、最大で 26 名（愛媛大学）、最小で 2 名（本学、

国際基督教大学、日本福祉大学など）であった。 

基調講演、記念講演や、ピアサポーター向けの講座、愛媛大学/松山大学の学生が主催したツアー、ポスターセ

ッションによる情報共有、夜学塾といって学生と教員同士の意見交換の場などがあった。各セッションで他大学

同士の学生で交流が行われ、お互いの大学の活動について意見交換が行われた。 

東大ピアサポートルーム見学時にお話しした院生の方と再会し懇意にしていただいた。 

来年のぴあのわは名古屋大学と岐阜大学の共催であり、日時は未定であった。 

 

 

 

 

 



概要 

主催 愛媛大学 教育・学生支援機構 学生支援センター 

共催 松山大学 学生部 学生支援室 

運営 愛媛大学スチューデント・キャンパス・ボランティア（通称「SCV」）、 

松山大学学士支援団体 PIER（ピア） 

期日 

令和 1年 12月 7日～8日 

会場 

愛媛大学、松山大学 

 

プログラム（本学ピアサポーター参加のものを抜粋） 

 記念講演 いよココロザシ大学 学長・理事長 泉谷 昇先生 テーマ「ハテナに学ぶ」ピアサポート力育

成講座 プロジェクトマネジメント 

 ピアサポート力育成講座 ファシリテーション 

 ピアサポート力育成講座 危機管理・共感力 

 ピアサポート力育成講座 大学生の健康 

 災害ボランティア 

 基調講演 テーマ「想像力を生む『遊び』」 

 ポスターセッション 

ポスターセッションでは、本学のサポーター2人で「東京医科歯科大学の学部紹介と東京医科歯科大学のピア

サポーター紹介」というテーマで発表をした。主に本学の特殊な学部構成とカリキュラム、それに適応した

ピアサポーターの活動をこれからどうしていく予定かについて話した。 



  

※ピアサポーターによる本学並びに本学ピアサポート活動の紹介ポスター 

      

※企画の１つである 「ワールドカフェ」での各大学参加学生の振り返りからテキストマイニングしたもの 

 

 

 

 

 



「ぴあのわ」での研修振り返り 

 

投書箱や対面での相談受付は、東京医科歯科大学ピアサポーターよりも活発に行っている大学が多かった。大

学自体やピアサポーターの規模の違いによる部分もあるが、相談の受付方法にも違いがみられたため本学ピアサ

ポーターでも取り入れたい。例えば、投書箱のそばに置かれ、手書きで投書箱の趣旨がわかりやすく書かれてお

り目を引く看板、印象的なキャッチフレーズとどのような相談が来ているのかがわかりやすく書かれているポス

ターなどである。 

東工大では数学などの授業は専門性が高く難しいため、「ここがわからない」といった相談が多く、対面での相

談受付が勉強会のようになることが多いという。本学でも難しい試験が多く再試にかかったり留年したりする学

生が一定数おり、勉強の相談の需要はあると考えられる。ピアサポーターがそういった相談も受け付けていると

いうことを強く宣伝し、またピアサポーターでもそういった相談を受けられる体制を整えることで、より学生の

ニーズを捉えた活動を展開していくこととした。 

宣伝についてはどこの大学でも頭を悩ませているところであり、ツイッター、ホームページで宣伝をしている

というところが多かった。宣伝のタイミングについて、新入生が入ってきたときに部活の勧誘に混じって行うと

いう大学があった。その時期に新入生対象の大学の過ごし方をレクチャーするイベントを開くことにより、効率

的にピアサポーターの活動を多くの学生に知らしめることができるという話であった。本学ピアサポーターでも、

相談受付以外の企画を実施してきたが、こういった他大学の取り組みを参考にしてさらに活動の幅を広げていく。 

 

Ⅱ-7 IT環境整備による BPRの実施 

 

Windows7 のサポート期間終了、並びにピアサポーター学生の増員に伴いピアサポーターの IT 環境を見直す必

要が生じた。そこで、今年度では業務プロセスの改新も含めた IT環境の大幅な更改を行った。 

 

・本学学内 IPアドレスの取得とルーターの設置 

これまでピアサポーター活動中はインターネット環境がなく、情報収集や書類の作成等で困難が生じてい

た。そこで、wifiルーターを設置し本学学内 IP アドレスを取得し、ネットワーク環境を整備した。これによ

り、インターネットでの情報収集や HP の作成、資料作成の際の素材集めなどの作業が可能になった。 

・学生支援室旧 PCのアップグレード/新 PC購入 

これまではサポーター2人で学生支援室の別チーム所有の PCを 1台お借りしていたが、サポーターが増え

るということで新たに PCを 1台購入し利用を開始した。その際スペック上アップグレードの必要があった 1

台についてはメモリ増設並びに HDDの SSDへの換装を行うことで用務に十分に利用可能になった。 

・本学契約の Office 365/Share Pointの活用 

これまでは USB メモリを用いたデータのやり取りが行われていたが、USB 自体の紛失や故障によるデータ

の消失が懸念されたり、サポーター/職員間でのやり取りが煩雑になるという問題があった。そこで、本学に

て包括契約がなされ、各学生/職員にアカウントが割り振られている Office365や Share Pointの利用を開始

した。これらのファイルをセキュアにかつスムーズにやり取りできるようになり、業務効率が大幅に改善し

た。また、Office365の最新の Word/Excel/Power Pointが利用できるようになったことで、より効率的に資

料作成が可能になった。 

 

 

 

 



Ⅲ 2019 年度の活動を振り返って 

 

今年度のピアサポーターは 4 年目の 5 年生と 2 年目の 3 年生で 4 月からスタートし、その後新たに今年度が初

めての 3 年生が加わり 3 人体制でスタートした。各自学校の実習や授業の関係で十分な活動時間を確保すること

は困難だったかもしれないが、ピアサポート制度並びに学生の支援に関して様々な検討を重ねることを通してサ

ポーター自身多くの学びを実感することができた。ピアサポート活動自体の見直しということが今年度の活動テ

ーマであったが、各サポーターとも熱心に情報収集や企画立案などに取組めたと思われる。東大訪問やぴあのわ

参加など今年度初となるイベント尽くしであり、得たものは非常に大きかった。これらの得られた情報や知見か

ら来年度更に活発なピアサポート活動が行われるようにしたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集 2019年度ピアサポーター 


